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２月が去り、はや３月。前号でお話ししたフォーカスが合わないという故障（診断は

レンズ内部の電気不良）のカメラ NX70J は修理を終えて無事に戻ってきた。6 年以上も

前に購入したカメラで、スペックの進歩を考えると買い替えも仕方ないかと思っていた

のだが、小型であることやレンズ外周のリングにアイリスやフォーカスを任意に充てる

ことが出来るカメラで、「引き専用」のカメラとしてはその使い勝手の良さに何かと重宝

していたのでやはりひと安心。 

 

さて、溜まっていた編集も何とか終えつつあり、安ど感もようやくでてきた。もとも

と手間のかかることをやってきたので、その分、時間のかかることは仕方のないこと。

たとえば以下。 

★撮影時の点描は季節・天候・場所を表すカットをほぼ必ずオープニングに挿入。これ

は顧客が後々見た場合の「その時の思い出の増長手助け」を考慮したもの。だいたい20

カットほど撮影して 10 カットくらいを使用。カット割りにはやや凝る。 

★ジャケットでは年度、年月日を入れる際、和暦をだけでなく必ず西暦も併記するよう

心掛ける。またプログラムの各演目名等は必ず記載しておく。これはたとえば発表会や

運動会等だけでなく、お泊り保育等々全ての行事に適用。 ★BD ロゴは表裏背すべてに

記載。このロゴは納品後、DVD と入り混じっても一目ですぐに判別できるので、購入者

に振り分けする際に、何かと忙しい学校や幼稚園の先生方にとっては好評。 

★盤面も和暦西暦併記が原則。ちなみにデザイン画はほぼ撮影映像から静止画引用する。

文字だけで済ますことは無い。これはジャケット画も同じ基準。だから点描撮影時には

いつもそのことを思い描いて別途、素材撮影素材を行うも、慣れてくると手間はそんな

に感じない。 

★DVD や BD のメニュー画面チャプターは購入者にわかりやすくと、各演目名を記入する。

これはジャケットの演目名＝チャプター名でもあるということ。メニュー画面に挿入す

る画像はもちろん撮影映像からの静止画引用。 

このようにテキストが多いということは「誤字脱字」のリスクが高くなることにもな

るが、続けている。 

 

そのほか、編集時にやっていること。例えば、★「おゆうぎ会」などでの影アナによ

る前説では長いものでは１分にも及ぶこともあり、その間、どん帳映像だけでは味気な

いのでダイジェスト的に映像から抜き出した静止画を小さめに貼り付けていく。★「音

楽発表会」ではエンディングに各楽器名とその担当者名を映像とからめてロールする。 

★「お泊り保育」ではオープニングだけでなく、場合によっては余韻を保つために１～

２分のエンディングを設ける。★「運動会」では徒競走などアッという間に終わってし

まう競技にはエンディングにてスロー＋BGM で再登場を願う等々、小技は多数。 

全てを対象に行っているわけではないが、どれもこれもそこそこ手間のかかる作業。 

 

上記のこれらは技術的な話しではなく、考え方の話し。お客様目線で、と言えば聞こ

えはいいが、自分の中でのこだわりもある。その境界は曖昧だけど。でも結局お客さん

からの信頼感はその分徐々に大きくなってくるのは感じる。 

 


